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第　118　号（1）令和４年10月号

　

静
岡
市
森
林
組
合
の
第

41
回
通
常
総
代
会
が
９
月

９
日
、
静
岡
市
林
業
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
令
和
４

年
度
事
業
計
画
案
な
ど
本

年
度
11
議
案
が
す
べ
て
承

　

事
業
収
益
は
昨
年
度
と
比
べ
２

億
１
３
６
８
万
円
減
の
３
億
６
７

０
２
万
円
、
事
業
費
用
は
１
億
２

６
２
３
万
円
減
の
２
億
８
７
３
８

万
円
と
な
り
、
事
業
総
利
益
は
８

７
０
６
万
円
減
の
７
９
６
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
今
期
は
経
常
損

失
と
し
て
３
７
０
８
万
４
千
円
の

赤
字
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
森

林
整
備
部
門
の
う
ち
、
森
の
力
再

生
事
業
（
静
岡
県
）
と
分
収
林
整

備
事
業
（
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
）、

林
道
事
業
の
事
業
量
が
大
き
く
落

ち
込
ん
で
い
ま
す
。
職
員
の
入
替

第
１
号
議
案　

令
和
３
年
度
事
業

報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
、
剰
余
金
処
分
案
及
び
注

記
表
・
附
属
明
細
書
承
認
の
件

第
２
号
議
案　

令
和
４
年
度
事
業

計
画
設
定
の
件

第
３
号
議
案　

令
和
４
年
度
一
般

賦
課
金
徴
収
方
法
を
定
め
る
件

第
４
号
議
案　

令
和
４
年
度
役
員

報
酬
を
定
め
る
件

第
５
号
議
案　

令
和
４
年
度
諸
手

数
料
徴
収
方
法
を
定
め
る
件

第
６
号
議
案　

令
和
４
年
度
余
裕

金
及
び
積
立
金
預
け
入
れ
先
を

定
め
る
件

第
７
号
議
案　

令
和
４
年
度
に
お

け
る
借
入
金
の
最
高
限
度
を
定

め
る
件

第
８
号
議
案　

令
和
４
年
度
に
お

け
る
貸
付
金
の
最
高
限
度
を
定

め
る
件

第
９
号
議
案　

静
岡
市
森
林
組
合

定
款
等
の
一
部
を
変
更
す
る
件

第
10
号
議
案　

理
事
・
監
事
任
期

満
了
に
つ
き
選
任
の
件

第
11
号
議
案　

退
任
役
員
の
慰
労

金
支
給
の
件

損　益　計　算　書
令和３年７月１日から令和４年６月30日

科　　　目 小　　計 合　　計
一　　　般　　　事　　　業

計 指　導 販　売 森林整備

円 円 円 円 円 円

Ⅰ　事 業 総 収 益

　１．事 業 収 益 367,027,958 367,027,958 4,199,180 109,804,952 253,023,826

　２．事 業 費 用 287,388,421 287,388,421 4,301,491 67,580,472 215,506,458

事 業 総 利 益 79,639,537 79,639,537 ▲ 102,311 42,224,480 37,517,368

Ⅱ　事 業 損 益

　１．人 件 費 79,909,363 79,909,363 18,440,622 18,440,622 43,028,118

　２．旅 費 交 通 費 2,046,079 2,046,079 472,172 472,172 1,101,734

　３．事 務 費 3,010,146 3,010,146 694,649 694,649 1,620,847

　４．業 務 費 342,557 342,557 79,051 79,051 184,453

　５．諸 税 負 担 金 2,521,351 2,521,351 581,850 581,850 1,357,650

　６．施 設 費 28,283,155 28,283,155 6,526,881 6,526,881 15,229,391

　７．雑 費 1,547,084 1,547,084 357,019 357,019 833,045

事 業 管 理 費 計 117,659,735 117,659,735 27,152,244 27,152,244 63,355,238

事 業 損 失 ▲ 38,020,198 ▲ 27,254,555 15,072,236 ▲ 25,837,870

Ⅲ　経 常 損 益

　１．事 業 外 収 益 1,308,030

　２．事 業 外 費 用 372,150

事 業 外 損 益 935,880

経 常 損 失 ▲ 37,084,318

Ⅳ　特 別 損 益

　１．特 別 損 益 10,000,000

　２．特 別 損 失 0

特 別 損 益 10,000,000

税 引 前 当 期 損 失 ▲ 27,084,318

法人税・住民税及び事業税額 182,500

当 期 損 失 金 ▲ 27,266,818

前 期 繰 越 剰 余 金 5,107,973

当期末処理損失金 ▲ 22,158,845

総 合 貸 借 対 照 表　要 約
令和４年６月30日

科　　　目 （円） 科　　　目 （円）

流 動 資 産 合 計 389,377,877 流 動 負 債 合 計 61,764,746

有 形 固 定 資 産 計 11,700,437 固 定 負 債 合 計 31,206,210

無 形 固 定 資 産 計 291,176 負 債 合 計 92,970,956
外 部 出 資 
そ の 他 の 資 産 計 27,729,000 組 合 員 資 本 合 計 336,127,534

固 定 資 産 合 計 39,720,613 純 資 産 合 計 336,127,534

資 産 合 計 429,098,490 負債・純資産合計 429,098,490

※事業管理費の各事業への配賦割合は、
　次のとおり人頭割です。

指　　導  3.0人

販　　売  3.0人

森林整備  7.0人

合　計 13.0人

※小数点以下未表示のため、配賦数値に
　合計との不突合があります。

第41回第41回
通常総代会開催通常総代会開催

総
代
会
議
案

総
代
会
議
案

　

令
和
３
年
度

　

令
和
３
年
度

損
益
状
況

損
益
状
況

コロナウイルス感染予防の為小規模化での開催

見
城
久
雄
組
合
長
挨
拶

認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
で
は
、
当
組
合
見
城
久

雄
組
合
長
が
以
下
の
と
お
り
挨
拶

を
し
ま
し
た
。

　
「
総
代
の
皆
様
に
は
、
ご
多
用

に
も
拘
わ
ら
ず
ご
出
席
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
組

合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
素
よ
り
森
林
組
合
運
営
に

対
し
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
の
総
代
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
第
７
波
の
中
に
あ
り
、

３
年
連
続
で
規
模
縮
小
で
の
開
催

と
な
り
ま
す
こ
と
に
ご
理
解
の
程

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

が
長
引
く
中
令
和
３
年
度
事
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
決
算
に
お

い
て
３
，８
０
０
万
円
の
赤
字
を

出
す
結
果
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の

原
因
と
し
て
各
事
業
の
実
施
要
綱

が
厳
格
化
す
る
一
方
、
若
手
職
員

が
多
い
中
に
あ
っ
て
事
業
量
を
十

分
確
保
出
来
な
か
っ
た
点
が
大
き

く
影
響
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
初
「
森
の
力
再
生
事

業
」
と
し
て
進
め
て
い
た
事
業
に

お
い
て
不
適
正
事
案
が
発
生
し
、

事
業
認
定
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

事
も
影
響
し
ま
し
た
。
不
適
正
事

案
に
つ
い
て
は
、
二
度
と
こ
の
様

な
こ
と
が
な
い
様
再
発
防
止
に
気

持
ち
を
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。事
業
量
確
保
に
つ
い
て
は
、

令
和
4
年
度
の
目
標
値
を
明
確
に

定
め
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
健
全
な
組
合
運

え
で
事
業
を
ま
と
め
き
れ
な
か
っ

た
こ
と
も
要
因
で
は
あ
り
ま
す
が
、

補
助
制
度
の
採
択
要
件
の
変
更
や

厳
格
化
に
よ
り
、
申
請
に
乗
れ
な

か
っ
た
山
林
が
出
て
き
て
い
る
こ

と
も
原
因
で
す
。
赤
字
決
算
は
こ

の
令
和
３
年
度
だ
け
と
し
、
次
期

は
何
と
し
て
も
黒
字
で
報
告
で
き

営
を
目
指
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
組
合
員
の
皆
様
に

は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。」

　

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

観
点
か
ら
、
出
来
る
限
り

簡
素
化
、
小
規
模
化
し
総

代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
現
時
点

で
今
期
に
受
注
額
の
大
き
い
新
規

の
仕
事
や
令
和
３
年
度
以
上
の
面

積
の
森
の
力
再
生
事
業
を
受
注
申

請
し
て
お
り
ま
す
。
定
期
的
に
進

捗
を
確
認
し
、
職
員
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
は
か
り
事
業
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
森
林
組
合
の
事
業
目
的

は
、皆
さ
ま
ご
承
知
の
通
り
、直
接

の
奉
仕
の
原
則
と
非
営
利
の
原
則

か
ら
成
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

大
き
な
剰
余
金
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
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　HPアドレス　http://www.shizzmori.jp
編集・発行
静岡市森林組合広報委員会
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理
事　
　

加
藤　

貴
彦

理
事　
　

酒
井　
　

勲

理
事　
　

佐
野　

賢
輔

理
事　
　

篠
崎　
　

純

理
事　
　

滝
浪　

龍
司

理
事　
　

安
池　

勘
司

�

順
不
同

代
表
理
事
組
合
長　

渡
辺　
　

武

　
　
　
　
　

理
事　

浦
田　
　

淳

　
　
　
　
　

理
事　

勝
山　

壽
夫

　
　
　
　
　

理
事　

狩
野　
　

泰

　
　
　
　
　

理
事　

見
城　

久
雄

　
　
　
　
　

理
事　

志
村　
　

清

　
　
　
　
　

理
事　

鈴
木　

勝
貴

　
　
　
　
　

理
事　

鈴
木　

英
元

　
　
　
　
　

理
事　

白
鳥　

滋
己

　
　
　
　
　

理
事　

滝
浪　

里
美

　
　
　
　
　

理
事　

瀧
脇　

典
世

　
　
　
　
　

理
事　

堀
井　

和
男

　
　
　
　
　

理
事　

望
月　

庄
司

　
　
　
　
　

理
事　

望
月　

良
信

　
　
　

代
表
監
事　

白
鳥　

長
治

　
　
　
　
　

監
事　

仁
科　
　

岳

　
　
　
　
　

監
事　

山
田　

芳
朗

�

順
不
同

※
副
組
合
長
は
後
日
選
任
の
予
定

伐
採
届
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
４
月
28
日
に
東
京
都

港
区
赤
坂
明
治
記
念
館
に
て
、
第

30
回
地
球
環
境
大
賞
授
賞
式
が
行

わ
れ
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
静
岡

市
森
林
環
境
ア
ド
プ
ト
実
行
委
員

会
が
受
賞
し
た
。
ア
ド
プ
ト
実
行

　

当
組
合
は
組
合
員
の
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
令
和
４
年
10
月
に
賦
課
金
支

払
依
頼
通
知
を
郵
送
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
組
合
員
様
お
支
払

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

ま
た
、
組
合
員
の
相
続
変
更
・

賦
課
金

お
支
払
の
お
願
い
・
名
義

変
更
等
手
続
き
お
知
ら
せ

名
義
変
更
・
住
所
変
更
等
希
望
の

方
は
手
続
き
書
類
を
ご
用
意
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

委
員
会
の
会
長
を
当
組
合
長
が
務

め
て
お
り
、
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両

殿
下
の
前
で
表
彰
状
を
受
取
っ
た
。

　

静
岡
市
森
林
環
境
ア
ド
プ
ト
実

行
委
員
会
は
静
岡
市
森
林
組
合
を

含
め
市
内
の
森
林
組
合
な
ど
が
集

ま
り
平
成
23
年
に
設
立
し
た
。
企

業
等
か
ら
の
寄
附
金
を
原
資
に
、

未
整
備
林
を
適
切
に
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
森
林
が
持
つ
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
機
能
や
土
砂
災
害
防

止
機
能
等
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、

林
業
全
体
の
活
性
化
に
努
め
て
い

る
活
動
が
認
め
ら
れ
地
球
環
境
大

賞
農
林
大
臣
賞
受
賞
の
運
び
と
な

っ
た
。
こ
の
活
動
で
平
成
23
年
度

か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
に
整
備
し

た
森
林
面
積
は
118
・
５
ha
、
東
京

ド
ー
ム
25
個
分
。
吸
収
し
た
二
酸

化
炭
素
量
は
、
合
計
３
，
８
０
６

ｔ
。
こ
れ
は
、
一
般
家
庭
の
約
840

世
帯
分
の
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素

を
吸
収
し
た
こ
と
と
な
る
。ま
た
、

活
動
の
一
環
と
し
て
、
森
林
整
備

に
よ
り
生
じ
た
間
伐
材
を
加
工
し

て
積
み
木
を
製
作
し
、
こ
ど
も
園

等
へ
寄
贈
し
て
お
り
、
令
和
元
年

度
か
ら
計
103
園
へ
寄
贈
し
た
。
子

ど
も
達
は
、
市
産
材
に
触
れ
る
こ

と
で
、
郷
土
愛
や
自
然
に
対
す
る

豊
か
な
心
を
育
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
こ
の
取
組
を
継
続
発
展

さ
せ
森
林
整
備
を
通
じ
た
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い

く
。

静
岡
市
森
林
環
境
ア
ド

静
岡
市
森
林
環
境
ア
ド

プ
ト
実
行
委
員
会

プ
ト
実
行
委
員
会

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

退
任
役
員

新
　
役
　
員

壇上で表彰状を受け取る前組合長　提供：産経新聞社

他の受賞者との記念撮影　提供：産経新聞社

静
岡
市
森
林
環
境
ア
ド

静
岡
市
森
林
環
境
ア
ド

プ
ト
実
行
委
員
会

プ
ト
実
行
委
員
会

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

伐
採
届
に
つ
い
て

　

山
林
を
皆
伐
、
間
伐
す
る
際
に 

は
伐
採
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。伐 

採
届
は
、立
木
伐
採
前
に
作
成
し
、

静
岡
市
へ
提
出
す
る
も
の
で
す
。

・
当
組
合
で
は
伐
採
届
を
代
理
作

成
す
る
に
あ
た
り
、
事
務
手
数

料
と
し
て
、１
通
１
，１
０
０
円

（
税
込
）を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。

　

※
直
接
、
静
岡
市
の
窓
口
へ
申

請
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

・
当
組
合
で
伐
採
届
を
代
理
作
成

す
る
に
あ
た
り
、
下
記
の
書
類

を
提
出
し
て
頂
き
ま
す
。

　

①
伐
採
届
受
付
用
紙
（
当
組
合

に
て
受
付
時
に
配
布
）

　

②
届
出
す
る
場
所
の
森
林
簿

　

③
届
出
す
る
場
所
の
図
面

　
　
（
②
③
は
静
岡
県
中
部
農
林

事
務
所
、
ま
た
は
静
岡
市
中

山
間
地
振
興
課
に
て
取
得
可

能
）

　

④
登
記
情
報
・
登
記
図
面
（
法

務
局
に
て
取
得
が
可
能
）

　

⑤
保
安
林
台
帳
の
写
し
（
保
安

林
の
場
合
の
み
）（
静
岡
県

中
部
農
林
事
務
所
ま
た
は
、

静
岡
市
治
山
林
道
課
に
て
取

得
可
能
）

※
保
安
林
に
お
い
て
作
業
道
（
道

幅
３
ｍ
以
下
、
作
業
道
面
積
１

ha
以
下
の
も
の
）
を
開
設
す
る

場
合
は
、
形
質
変
更
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。

　

作
業
開
始
日
よ
り
２
週
間
前
に

静
岡
市
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
が
、
書
類
の
作
成
等

に
１
〜
２
週
間
は
時
間
を
要
し

ま
す
。

　

当
組
合
へ
の
書
類
作
成
依
頼
は

１
ヶ
月
前
ま
で
に
お
願
い
致
し

ま
す
。

※
伐
採
届
に
関
し
ま
し
て
は
、
電

話
で
の
受
付
は
致
し
か
ね
ま

す
。
お
手
数
お
掛
け
し
ま
す
が

直
接
組
合
へ
お
越
し
下
さ
い
。

※
通
常
、
申
請
か
ら
静
岡
市
の
伐

採
許
可
が
下
り
る
ま
で
１
〜
２

ヶ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

※
植
付
の
補
助
金
を
申
請
す
る
際

に
、
皆
伐
時
の
伐
採
届
が
必
須

と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
願
い
ま

す
。（
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
等
広

葉
樹
の
皆
伐
で
も
伐
採
届
は
必

要
で
す
）

　　　　　　　㎥単価を石単価に換算するには、
　　　　　　　概算で㎥単価を3.6で割ります。
　　入札日　　令和４年９月８日
　　市回数　　2,618回

△強気配　○保合　▼弱気配（㎥単位）

1㎥＝3.6石

県森連静岡事業所

樹種
長さ

m

未口径

cm

落　　札　　価　　格
気　配 概　　要

昨　年
同　期
中　値高　値 中　値 １本当

単価 安　値

す　
　
　
　
　
　
　
　

ぎ

3 14 14,000 826 13,000 ○ 柱目3.5寸取り 13,000
16−18 16,000 1,392 14,000 ○ 柱目４寸取り 15,000
20−22 17,000 17,000 2,244 15,000 ○ 中目 15,000
24− 17,500 16,500 3,350 14,600 ○ 中目

4 8−12 300 − ○ 本＠ 300
13 13,000 884 ○ 母屋取り 12,000
14 15,000 1,170 ○ 桁目3.5寸 13,000

16−18 17,000 16,000 1,856 ○ 桁目４寸 16,500
20−22 17,000 16,000 2,816 13,300 ○ 中目 16,500
24−28 20,000 17,500 4,725 12,000 ○ 中目 16,000
30−34 23,200 18,000 7,380 13,000 ○ 二番玉節少 15,000
36− 25,200 17,500 9,065 11,000 ○ 根玉選木 17,000

6 16−18 0 通し柱 23,000
20−22 0 通し柱 23,000

ひ　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　

き

3 14−15 20,000 18,000 1,062 17,000 ○ 柱目3～3.5寸 28,000
16 28,500 28,000 2,156 26,000 ○ 柱目3.5～4寸 47,470
18 28,000 26,500 2,571 25,000 ○

20−22 23,000 22,000 2,640 20,000 ○ 柱目４寸取り 46,000
24− 28,000 20,000 13,000 ▼

4 8−12 360 − ○ 本＠ 350
13 16,000 15,000 1,020 14,000 ○ ３寸取り 14,000
14 21,000 1,638 13,000 ○ 土台目3.5寸 27,000
16 27,000 23,000 2,346 17,000 ▼ 土台目3.5寸 38,000
18 25,000 23,000 2,990 17,000 ▼ 土台目４寸 35,000

20−22 25,000 23,000 4,048 18,000 ○ 中目縁甲取り 34,000
24−28 33,100 26,500 7,155 17,000 ○ 中目 28,000
30−34 33,200 27,000 11,070 17,000 ○ 二番玉節少 28,000
36− 50,000 30,000 15,540 17,000 ○ 根玉選木 30,000

6 16 30,000 28,000 4,844 ▼ 通し柱3.5寸 47,000
17 32,000 30,000 5,190 ▼ 通し柱４寸 50,000
18 35,000 33,000 7,161 ▼ 通し柱 50,000
20 30,000 28,000 7,420 ▼ 48,000
22 0 45,000


